
■ 角田市都市計画マスタープラン 将来都市像/都市づくりのテーマ/将来人口（案）  

 
 

-  

-   

将
来
フ
レ
ー
ム 

 

［角田市第 6次長期総合計画 将来推計人口目標］ 

４ 

都
市
づ
く
り
の
基
本
方
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  新計画 現行計画 

誰もが安全・安心・快適に住み続けることができる都市づくり 

人口減少・少子高齢の進行が予想される本市においては、市の活力を維持し、発展させていくため

に必要となる人口規模を確保することが極めて重要となります。 

年齢や性別、障がいの有無などに関係なく、多くの人々が住みたい、住み続けたいと感じられるよ

う、生活利便性が高く、自然災害への備えも充実した、安全・安心で快適な都市づくりを目指します。 
 

拠点を核とした持続可能な都市づくり 

社会経済情勢の変化に伴う諸課題の解決に向けて、行財政改革を進める本市においては、市民サ

ービスの質を確保しながら、都市経営に係るコストの効率化を実現していくことが求められます。 

市の顔であり市全体への波及効果が大きい中心市街地や、コミュニティ維持などへの寄与が期待

される地域の中心部など、市の核となる各拠点の役割に応じた都市機能の誘導・再編について検討

しながら、持続可能な都市づくりを目指します。 
 

多様な地域資源を活かした魅力的な都市づくり 

本市が将来に渡って維持・発展していくためには、居住地としてだけではなく、通勤・通学や買い

物、スポーツ・レジャー、観光・交流など、市内外から多様な形で本市に関われる場を提供し、関係人

口の創出・拡大を図っていくことが重要となります。 

本市が有する多様な地域資源や都市機能を活かしながら、市のにぎわいや活力の維持・創出に寄

与する、魅力的な都市づくりを目指します。 
 

☑ 将来都市像の実現を都市計画分野から支えていくために、主要課題や上位関連計画での位置づ

け等を踏まえ、人口減少・少子高齢社会の中でこれから本市が目指すべき都市の姿を「都市づく

りのテーマ」として設定します。 

☑ 将来都市像は、本市の最上位計画となる「角田市第

6次長期総合計画」で掲げられている10年後の都

市像 『市民力咲き誇る。角田市〜安心して、いきい

きと、誇らしく暮らせるまち〜』 を、本計画でも踏

襲し、都市計画分野からその実現に向けた取組み

を展開することにより、市全体で一貫性を持ったま

ちづくりを推進します。 

☑ この都市像のもと、同計画において位置づけられ

た優先的に進める取り組みの方向性『市民力』『地

域共生』『地域資源フル活用』を踏まえながら、具体

的な方針・施策等について検討していきます。 

☑ 将来人口について、将来都市像と

同様に「角田市第6次長期総合計

画」で示されている将来人口も目

標値との整合を図ります。 
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☑ 現行計画の将来の目標人口は、「角田市第５次長期総合計画」で示されている２

０２０（H32＝R2）年の総人口フレームに準じて下記のように設定。 

 

 

 

都市像(将来像)：人と地域が輝く 田園交流都市 かくだ 
生活のイメージ：

 

２０33年（１０年後） 24，725人 

2043年（２０年後） 21，448人 
※総合計画における前後の目標人口を前提に、同割

合で推移するものとして推計 

 

現行計画の目標年次 〉〉〉 2020年 30,000人⇔27,976人（国勢調査） 
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再 編 

個別分野に

係る基本的

な考え方は

部門別方針

で記述する

ものとし、市

としてのあ

るべき姿と

その実現に

向けた大き

な方向性（考

え方）を都市

づくりのテ

ーマとして

再編 

安らぎのある 

都市づくり 

○自然環境

の保全 

○集約型市

街地の形

成 

○円滑で快

適な都市

内移動が

できる交

通網の形

成 

○市街地と

自然が調

和した都

市環境の

形成 

○美しい眺

望景観の

保全 

○自然資源

を活用し

た憩いの

空間の整

備 

豊かさを実感できる

都市づくり 

魅力あふれる 

都市づくり 

○生活を楽

しめる豊

かな市街

地環境の

形成 

○美しい市

街地景観

の形成 

○歴史・伝

統を活か

した市街

地の整備 

○自然災害

対策の充

実 

○安全・安

心な生活

環境整備 

○多くの世

代が暮ら

せる居住

環境の整

備 

○地域資源

を活かし

た賑わ

い・文化

の創出 

○都市間交

流の促進 

○“暮らした

い”“訪れ

たい”都

市の形成 

○産業の活

性化によ

る都市活

力の増進 

○観光・交

流推進の

ための環

境整備 

○中心市街

地の活性

化 

人を惹きつ

ける、角田

市ならでは

の都市文化

の創造・発

信 

交流を促す

都市活力の 

維持・発展 

質の高い、

魅力的で 

美しい生活

空間の形成 

安全・安心、

快適に暮ら

せる 

都市環境の

形成 

環境と調和

した持続的

な都市の発

展 

緑、水など

の自然環境

と調和した

豊かな都市

空間の形成 

５ 次 総 計

における 

将 来 像 

都市づくり

の基本理念 

都市づくり

の目標像 『自然環境と調和し誇りと活力を育む交流都市』

３ 
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将 来 の 

目 標 人 口 

市街地規模 

の 考 え 方 

☑ 市街地（用途地域）の規模は原則現状維持、特に住宅系市街地は原則現状を維持

し、都市機能の集約を図っていく。 
土地利用 考え方 

住宅系 
・原則的に現在の住居系用途地域の規模を維持します。 

・住居系用途地域内への住宅の誘導を図ります。 

商業系 
・原則的に現在の商業系用途地域の規模を維持します。 

・商業系用途地域への商業の集積を図ります。 

工業系 ・工業系用途地域は、土地利用の現状を勘案した対応を図り ます。 
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都
市
づ
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理
念 

基本方針 

将来都市構造（別資料） 

該当人数を設定 

市街地規模は設定しないものとします。大規模な土地利用転換を伴う計画やプロジェクトなど

が動き出した時には、その時点での社会情勢などを踏まえ適宜検討します。 

将来都市像 

資料２ 


